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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月7日(2018.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉの化合物：
【化１】

［式中、
ｍは、１または２であり、
ｎは、０、１、または２であり、
ＸおよびＹは、窒素またはＣＲ２であり、但し、Ｘが窒素であるとき、ＹはＣＲ２であり
、さらに但し、ＸがＣＲ２であるとき、Ｙは窒素であり、
Ｒ１は、Ｈ、Ｃ１－６アルキル、またはＣ３－６シクロアルキルであり、
Ｒ２は、Ｈ、ハロゲン、Ｃ１－６アルキル、またはＣ３－６シクロアルキルであり、アル
キルは、３つまでのハロゲンで置換されていてもよく、
各Ｒ３は、独立に、ハロゲン、Ｃ１－６アルキル、またはＣ３－６シクロアルキルであり
、アルキルは、３つまでのハロゲンで置換されていてもよい］もしくは薬学的に許容でき
るその塩、または前記化合物もしくはその塩の溶媒和物。
【請求項２】
　ｍが、１または２であり、
ｎが、０であり、
Ｘが、窒素であり、
Ｙが、ＣＲ２であり、
Ｒ１が、Ｈ、Ｃ１－６アルキル、またはＣ３－６シクロアルキルであり、
Ｒ２が、Ｆ、Ｃｌ、Ｃ１－３アルキル、またはシクロプロピルであり、アルキルは、３つ
までのハロゲンで置換されていてもよい、請求項１に記載の化合物もしくは薬学的に許容
できるその塩、または前記化合物もしくはその塩の溶媒和物。
【請求項３】
　ｍが、１または２であり、
ｎが、０であり、
Ｙが、窒素であり、
Ｘが、ＣＲ２であり、
Ｒ１が、Ｈ、Ｃ１－６アルキル、またはＣ３－６シクロアルキルであり、
Ｒ２が、Ｆ、Ｃｌ、Ｃ１－３アルキル、またはシクロプロピルであり、アルキルは、３つ
までのハロゲンで置換されていてもよい、請求項１に記載の化合物もしくは薬学的に許容
できるその塩、または前記化合物もしくはその塩の溶媒和物。
【請求項４】
　Ｘ、Ｙ、およびＲ２が、

【化３】
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となり、
ｎが、０であり、
Ｒ２が、Ｆ、Ｃｌ、メチル、エチル、ＣＦＨ２、ＣＦ２Ｈ、ＣＦ２ＣＨ３、ＣＦ３、また
はシクロプロピルである、請求項１から３のいずれかに記載の化合物もしくは薬学的に許
容できるその塩、または前記化合物もしくはその塩の溶媒和物。
【請求項５】
　（Ｒ）－３－（３－メチル－２－オキソピペリジン－３－イル）－６－（５－メチルキ
ノリン－７－イル）ピリジン－２（１Ｈ）－オンもしくは（Ｒ）－３－（２－ヒドロキシ
－６－（５－メチルキノリン－７－イル）ピリジン－３－イル）－３－メチルピペリジン
－２－オンまたは薬学的に許容できるその塩、あるいは前記化合物またはその塩の溶媒和
物。
【請求項６】
　（Ｒ）－６－（５－エチルキノリン－７－イル）－３－（３－メチル－２－オキソピペ
リジン－３－イル）ピリジン－２（１Ｈ）－オンもしくは（Ｒ）－３－（６－（５－エチ
ルキノリン－７－イル）－２－ヒドロキシピリジン－３－イル）－３－メチルピペリジン
－２－オンまたは薬学的に許容できるその塩、あるいは前記化合物またはその塩の溶媒和
物。
【請求項７】
　（Ｒ）－６－（５－クロロキノリン－７－イル）－３－（３－メチル－２－オキソピペ
リジン－３－イル）ピリジン－２（１Ｈ）－オンもしくは（Ｒ）－３－（６－（５－クロ
ロキノリン－７－イル）－２－ヒドロキシピリジン－３－イル）－３－メチルピペリジン
－２－オンまたは薬学的に許容できるその塩、あるいは前記化合物またはその塩の溶媒和
物。
【請求項８】
　（Ｒ）－６－（５－シクロプロピルキノリン－７－イル）－３－（３－メチル－２－オ
キソピペリジン－３－イル）ピリジン－２（１Ｈ）－オンもしくは（Ｒ）－３－（６－（
５－シクロプロピルキノリン－７－イル）－２－ヒドロキシピリジン－３－イル）－３－
メチルピペリジン－２－オンまたは薬学的に許容できるその塩、あるいは前記化合物また
はその塩の溶媒和物。
【請求項９】
　（Ｒ）－６－（５－フルオロキノリン－７－イル）－３－（３－メチル－２－オキソピ
ペリジン－３－イル）ピリジン－２（１Ｈ）－オンもしくは（Ｒ）－３－（６－（５－フ
ルオロキノリン－７－イル）－２－ヒドロキシピリジン－３－イル）－３－メチルピペリ
ジン－２－オンまたは薬学的に許容できるその塩、あるいは前記化合物またはその塩の溶
媒和物。
【請求項１０】
　（Ｒ）－３－（３－メチル－２－オキソピロリジン－３－イル）－６－（５－メチルキ
ノリン－３－イル）ピリジン－２（１Ｈ）－オンもしくは（Ｒ）－３－（２－ヒドロキシ
－６－（５－メチルキノリン－３－イル）ピリジン－３－イル）－３－メチルピロリジン
－２－オンまたは薬学的に許容できるその塩、あるいは前記化合物またはその塩の溶媒和
物。
【請求項１１】
　（Ｒ）－３－（３－メチル－２－オキソピペリジン－３－イル）－６－（５－メチルキ
ノリン－３－イル）ピリジン－２（１Ｈ）－オンもしくは（Ｒ）－３－（２－ヒドロキシ
－６－（５－メチルキノリン－３－イル）ピリジン－３－イル）－３－メチルピペリジン
－２－オンまたは薬学的に許容できるその塩、あるいは前記化合物またはその塩の溶媒和
物。
【請求項１２】
　約９．５、１３．７、１９．２、２０．７、および２５．３の２θ角（°）値において
特徴的なピークを有する結晶質一水和物である、請求項１１に記載の化合物。
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【請求項１３】
　約１８．４、２０．０、２１．１、２２．８、および２７．７の２θ角（°）値におい
て特徴的なピークを有する結晶質塩酸塩である、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１４】
　次の化合物
【化４－１】

【化４－２】

のいずれか１つの化合物または薬学的に許容できるその塩、あるいは前記化合物またはそ
の塩の溶媒和物。
【請求項１５】
　請求項１から１４のいずれかに記載の式Ｉの化合物もしくは薬学的に許容できるその塩
または前記化合物もしくはその塩の溶媒和物と、薬学的に許容できる添加剤とを含む医薬
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組成物。
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